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子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告資料 

令和５年３月１５日 

件 名 
 令和４年度「第８回子どもの健康・生活実態調査」の実施結果

（概要）について 

所 管 部 課 名 

あだち未来支援室子どもの貧困対策・若年者支援課 

衛生部こころとからだの健康づくり課 

教育指導部教育政策課、教育指導課 

学校運営部学務課 

内 容 

令和４年１０月に実施した第８回「子どもの健康・生活実態調

査」について、実施結果の概要を報告する。 

なお、今回で、平成２７年の小学１年生から追跡調査を行ってき

た対象者１の調査が終了となる。 

１ 調査の概要 

（１）目的

全ての子どもたちが自分の将来に夢や希望が持てる地域社

会の実現に向けて、子どもの健康と生活の実態を正確に把握

し、子ども施策の評価や今後の対策に活用する。 

（２）調査対象者

区立中学校に在籍する中学２年生全員

年度 
H27 

(１回目) 

H28 

(２回目) 

H29 

(３回目) 

H30 

(４回目) 

R1 

(５回目) 

R2 

(６回目) 

R3 

(７回 目 ) 

R4 

(８回目) 

R5 

(終了) 

対象者

１ 
小１ 小２ 小４ 小６ 中２ 

対象者

２ 
小１ 小１ 小１ 小１ 

対象者

３ 

小４ 

小６ 

中２ 

(一部 ) 

小６ 

中２ 

(一部 ) 

中２ 

(一部 ) 

対象者１：同じ集団を追跡することで、継続的変化及び

因果関係を調べる 

対象者２：同じ年代を継続的に見て、政策（妊娠期支援

等）を評価する 

対象者３：他年代の実態把握及び対象者１との比較

（３）調査方法

無記名アンケート方式により、区が学校を通じて質問

票・回答票の配付・回収を行い、東京医科歯科大学と国立研

究開発法人国立成育医療研究センターが結果の集計・分析を

実施した。 
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（４）調査内容

子どもの健康状態や生活習慣、保護者自身の健康状態や子

どもとの接し方、経済状況等（食習慣、歯磨き習慣、生活リ

ズム、自己肯定感、就業状況、世帯の収入、社会的つながり

等） 

（５）回答票の回収件数及び有効回答数

調査 

対象者数 

a 

回答票 

回収件数

b 

回答票 

回収率

b/a(%) 

有効 

回答数 

c 

有効 

回答率 

c/a(%) 

中学２

年生 

4,396 

(5,355) 

3,812 

 (4,897) 

86.7 

 (91.4) 

3,233 

(4,489) 

73.5 

 (83.8) 

※ ( )内は、同じ対象者の調査を実施した令和２年度の

実績値

２ 主な調査結果（概要） 

「令和４年度 報告書 【概要版】」参照（後日配布） 

３ 結果返却及び追跡調査協力依頼の同封について 

報告書【概要版】については、印刷及び封入封緘が終わり次 

第、各学校、対象者へ配付する。 

また、対象者（中学２年生）に対する東京医科歯科大学によ

る高校生以降の追跡調査「足立区子どもの健康・生活習慣に関

する縦断研究」についても、東京医科歯科大学の協力依頼文を

概要版配付時に同封を予定している。 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

（１）引き続き集計結果の分析を続け、より詳細な調査結果がまと

まり次第、区ホームページに公表する。

（２）小学１年生から追跡してきた対象者１の調査が終わる節目と

なるため、令和５年度４月に、本調査の中心である東京医科歯

科大学 藤原教授によるこれまでの調査結果の報告会の実施を

予定し、準備を進めていく。

（３）令和５年度に対象者２（小学１年生）の第９回調査を予定し

ている。その後の調査の展開については、これまでの成果や方

法等を考慮しながら、関係者と協議していく。
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